
【診療科(部)の特色】 

当科では、「優れた臨床外科医を養成することを主眼とするとともに、社会人としても常

識を備えた全人的教育」を教室開講以来の理念としています。医療体系があまりにも細分化

された結果、専門分野間のギャップが社会問題化し、プライマリ・ケアの重要性が声高に叫

ばれています。このような現況において、当科は外科学臨床の全てを網羅しており、「プラ

イマリ・ケアから専門分野へと一貫した臨床外科医養成の場」として、絶好の環境を備えて

いるものと自負しております。 

【研修内容】 

当科は全ての外科疾患を診療対象としています。診療班（心臓・血管・消化器・呼吸器・

小児）ごとにそれぞれ専門医資格を有した医師達が指導し、診療にあたっています。当科の

研修では、広い領域で多くの症例を経験することができます。 

【研修目標】 

手術を受けるために、毎日多くの患者さんが当科を受診されます。担当患者の初診から手

術までの流れを把握することは、病態や治療体系を考える上で重要です。手術では、術前の

画像診断の結果を確認するとともに、自分の目で臓器を観察し、自分の手で臓器に触れるこ

とができます。この経験は、将来 CT やエコーを読影する際、病態の把握に必ず役に立ちま

す。手術時には切開や縫合を、また病棟ではドレナージなど手技を多く経験できます。 

【研修スケジュール例】 

月曜日：手術症例検討会・教授回診、火曜日：手術、英文抄読会  

水曜日：手術症例検討会・手術、木曜日：病棟業務・自主学習、金曜日：手術  

★当直業務の担当はありませんが、希望があれば指導医と共に当直は可能です。 

【指導医からのコメント 竹本先生（平成 16 年卒）】 

外科はチームで仕事をする科です。その第一歩は、指導医と二人一

組で患者さんと向き合うことから始まります。研修医は指導医との間

で取り交わす報告・連絡・相談を通じて、相手の理解・自分の思考整理

および意思表示を訓練し、他人である患者さんとの良好な医療人・患

者関係を構築する能力を身に付けることとなります。 

第一外科は多岐にわたる分野を扱うため、総合的な基礎の上に専門的な知識が必要となり

ます。週２回のカンファレンスでは、専門知識の蓄積だけではなくプレゼンテーション技術

も学んでいただきます。手術で必要な創部の縫合を始め、点滴静注、中心静脈路確保、胸腔

穿刺、腹腔穿刺、イレウス管挿入などの処置を理論に基づいた手技を指導医とともに積極的

に行ってもらいます。研修が修了した頃には、第一外科でのキャリアアップの志が芽吹いて

いることでしょう。

 
山口大学医学部附属病院 

第一外科 
心臓外科、血管外科、呼吸器外科、小児外科、 

消化管外科、肝・胆・膵外科 

乳腺・内分泌腺外科 



【先輩からのコメント】 

平成 31 年卒 縄田良祐先生 

医者を目指したきっかけは人

それぞれだと思います。しかし、

人を助けたいという気持ちは皆

に共通だと思います。当科は心

臓・血管・呼吸器・消化器・乳腺・

小児と様々な専門分野がありま

す。それぞれいずれかの専門に所

属しますが、大学では週に２回、医局員で集まり全手術症例に関してカンファレンスを行い

ます。そこで他分野に関する知識も得ることが出来ます。患者さんから自分の専門分野外の

ことを聞かれたとき、「専門外だから」と突き放すのではなく、まずは自分で診察し、専門

への相談が必要かどうかの判断が出来るようになります。山口県は決して都会のように医

療が充実しているとは言えません。そんな中で求められるのは専門分野を極めることは大

前提ですが、幅広い知識を持って診療にあたることだと考えます。皆さん、一緒に第一外科

でスペシャリスト兼ジェネラリストを目指しましょう！！ 

 

平成 31 年卒 横山俊貴先生 

私は平成 31 年に山口大学医学部を卒業後、2 年間の初期臨床研修を経て山口大学医学部

附属病院第一外科に入局しました。第一外科には心臓・血管・消化器・呼吸器・乳腺・小児

分野があり、どの分野に属していても患者さんの状態で気になることがあれば専門分野の

医師に気軽に意見交換を行えます。また、全分野合同で手術前後のカンファレンスを行うの

で自分の属している分野以外の知識や考え方に触れられるのは当科の良さだと思います。

これからの時代は専門分野に突き進むことが大事と言われていますが、専門分野をもった

上で総合外科医として働くことも、未だに地域社会からは求められています。そんな時に

「専門ではないから。」の一言で片付けず、自分の持っている全てを患者さん・患者家族に

傾けられるのが当科医師の生き方です。診察、検査、手術、周術期管理、各種手技、メンタ

ルケアなどなど、全てできてこその外科医です。患者さんの今後の人生をより良いものにす

るため、後輩の皆さんを待っています！ 

 

【お問い合わせ先】 

山口大学医学部附属病院 器官病態外科学 

美甘 章仁（准教授）、竹本 圭宏（学生・研修医担当） 

Tel：0836-22-2260/2261  Fax：0836-22-2423 

E-mail：surg-1@yamaguchi-u.ac.jp 

Website：http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~surg-1/ 

縄田先生 横山先生 


